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【公開番号】特開2020-5769(P2020-5769A)
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【手続補正書】
【提出日】令和2年12月21日(2020.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　歯科用材料の内部にレーザー光を照射して改質することにより、透過率を変化させる加
工方法であって、
　前記レーザー光の照射は、アブレーション加工であり、
　前記歯科用材料は、特定波長の光を透過させ、
　前記改質は、前記歯科用材料の内部に加工痕を形成することを特徴とする加工方法。
【請求項２】
　前記レーザー光を複数の位置に対して照射する場合に、当該レーザー光の照射により形
成される加工痕の密度が異なるよう前記レーザー光を照射することを特徴とする請求項１
記載の加工方法。
【請求項３】
　前記レーザー光を複数の位置に対して照射する場合に、当該位置によって、前記レーザ
ー光のスポットサイズを変更可能であることを特徴とする請求項１または２記載の加工方
法。
【請求項４】
　前記レーザー光を複数の位置に対して照射する場合に、当該位置によって、前記レーザ
ー光の強度を変更可能であることを特徴とする請求項１～３のいずれか一つに記載の加工
方法。
【請求項５】
　前記レーザー光の照射方向において重畳する位置に前記レーザー光を照射する場合、当
該重畳する位置に対し、前記レーザー光が入射する材料表面から離れている順に前記レー
ザー光を照射することを特徴とする請求項１～４のいずれか一つに記載の加工方法。
【請求項６】
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　前記歯科用材料の屈折率に基づいて補正された位置に前記レーザー光を照射することを
特徴とする請求項１～５のいずれか一つに記載の加工方法。
【請求項７】
　前記歯科用材料の表面に対して垂直に前記レーザー光を入射させることを特徴とする請
求項１～６のいずれか一つに記載の加工方法。
【請求項８】
　前記レーザー光を照射することは、加工データに基づいて実行されることを特徴とする
請求項１～７のいずれか一つに記載の加工方法。
【請求項９】
　前記レーザー光が２以上の位置に照射される場合に、前記２以上の位置は互いに異なる
ことを特徴とする請求項１～８のいずれか一つに記載の加工方法。
【請求項１０】
　歯科用材料に対してレーザー光を照射する照射部と、
　前記歯科用材料を保持する保持部と、
　前記照射部及び前記保持部を相対的に移動させる駆動機構と、
　前記歯科用材料の内部にレーザー光を照射して改質することにより、透過率を変化させ
るよう前記照射部及び前記駆動機構を制御する制御部と、
　を含み、
　前記レーザー光の照射は、アブレーション加工であり、
　前記歯科用材料は、特定波長の光を透過させ、
　前記改質は、前記歯科用材料の内部に加工痕を形成することを特徴とするレーザー加工
システム。
【請求項１１】
　歯科用材料に対してレーザー光を照射する照射部、前記歯科用材料を保持する保持部、
及び前記照射部及び前記保持部を相対的に移動させる駆動機構を有するレーザー加工シス
テムで実行されるプログラムであって、
　前記レーザー加工システムに、前記歯科用材料の内部にレーザー光を照射して改質する
ことにより、透過率を変化させるよう前記照射部及び前記駆動機構を制御する機能を実現
させ、
　前記レーザー光の照射は、アブレーション加工であり、
　前記歯科用材料は、特定波長の光を透過させ、
　前記改質は、前記歯科用材料の内部に加工痕を形成することを特徴とする加工プログラ
ム。
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